
去
年
の
６
月
初
め
か
ら
10
月
末
ま
で
、
中

国
語
の
勉
強
の
た
め
、
北
京
に
滞
在
し
た
。

当
初
、
齢
70
を
超
え
て
、い
ま
さ
ら
な
ん
だ
と

い
う
気
持
ち
は
、
自
分
で
も
な
か
な
か
ぬ
ぐ

え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
滞
在
期
間
が
、
日
中
関

係
に
と
っ
て
厳
し
い
時
期
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
皆
様
に
ご
心
配
を
か
け
た
面
も
あ
っ

た
。し
か
し
、
結
果
的
に
み
れ
ば
、
行
っ
て
よ

か
っ
た
。
充
実
し
た
４
カ
月
だ
っ
た
と
思
う
。

以
下
は
、
そ
の
報
告
を
兼
ね
た
雑
感
で
あ
る
。

20
年
ぶ
り
の
中
国
語
学
習

か
つ
て
20
年
前
に
北
京
の
大
使
館
に
い
た

こ
ろ
、
中
国
人
の
家
庭
教
師
か
ら
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
中
国
語
に
つ
い
て

若
干
の
覚
え
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
３
年

間
の
学
習
で
は
、予
習
、
復
習
、
宿
題
は
一
切

し
な
い
と
い
う
方
針
を
実
行
し
て
い
た
の
で
、

基
礎
と
い
え
る
ほ
ど
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

中
国
語
習
得
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
私
が
、

改
め
て
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
た
少
し

真
面
目
な
理
由
は
、
小
生
に
と
り
最
も
関
心

の
あ
る
、
今
後
の
日
米
中
の
３
国
関
係
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
、
中
国
語
を
や
っ

て
み
よ
う
、
す
な
わ
ち
、
中
国
で
中
国
語
を

学
ぶ
こ
と
が
中
国
理
解
に
通
じ
、
朋
友
山
本

正
氏
の
（
財
）
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

の
研
究
の
上
で
も
、
役
に
立
つ
か
な
と
思
っ

た
か
ら
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
若
さ
を
保
ち
、
少
な
く

と
も
ボ
ケ
な
い
効
果
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
実
は
20
年
ほ
ど
前
に
、
緒
方
貞
子
さ
ん

か
ら
、
「
私
は
10
年
に
一
つ
、
新
し
い
外
国

語
を
勉
強
し
た
い
」
と
い
わ
れ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
今
回
の
北
京
行
き
の
も

う
一
つ
の
理
由
で
も
あ
っ
た
。
最
近
、
緒
方

さ
ん
に
こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
あ
れ
は
そ

う
し
た
い
と
い
う
願
望
で
あ
っ
て
、
残
念
な

が
ら
、
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
の
こ
と
。

北
京
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

北
京
で
中
国
語
の
勉
強
と
い
っ
て
も
、
事

前
に
周
到
な
調
査
と
準
備
を
し
て
行
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
５
月
に
１
週
間
ほ
ど
事
前

の
下
見
を
し
た
。
宿
泊
先
、
家
庭
教
師
、
大

学
の
夏
季
学
校
の
模
様
な
ど
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
６
月
初
め
、
北

京
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

中
国
で
は
、
外
国
人
の
滞
在
は
招
へ
い
主
、

つ
ま
り
受
け
入
れ
母
体
が
必
要
で
あ
る
。
私

の
場
合
は
、
北
京
大
学
国
際
関
係
学
院
が
招

請
主
。
旧
知
旧
友
の
Ｏ
院
長
、
Ｙ
副
院
長
の

ご
好
意
で
、
北
京
大
学
の
モ
ダ
ン
な
同
学
院

の
建
物
の
２
階
に
あ
る
研
究
室
を
使
わ
せ
て

も
ら
っ
た
。
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幸
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んだ。筆者とお世話になった中
国の若き博士2人
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特集　　日中交流を歩む人たち 

Ｇ
君
と
Ｋ
君
、
こ
の
２
人
の
存
在
な
し
に

は
、
今
回
の
北
京
留
学
は
考
え
ら
れ
な
い
、

そ
れ
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、
親
し
く
つ
き
合

わ
せ
て
も
ら
っ
た
。

29
歳
の
Ｇ
君
は
、
北
京
大
学
卒
業
後
、
早

稲
田
大
学
・
北
京
大
学
共
同
博
士
課
程
の
第

１
号
。
３
年
間
早
稲
田
大
学
に
留
学
。
専
攻

は
、
日
本
政
治
と
国
際
関
係
論
。
日
本
語
、

英
語
に
も
優
れ
、
去
年
９
月
か
ら
、
国
際
関

係
学
院
の
最
年
少
教
員
で
あ
る
。

21
歳
の
日
本
人
Ｋ
君
は
、
高
校
時
代
の
駅

伝
選
手
だ
っ
た
。
あ
え
て
合
格
し
た
日
本
の

有
名
大
学
に
は
進
学
せ
ず
、
目
標
と
希
望
を

抱
い
て
北
京
大
学
に
留
学
。
中
国
語
を
学
習

し
た
１
年
後
、
同
大
学
の
国
際
関
係
学
院
へ

行
き
、
現
在
２
年
生
。
中
国
語
は
中
国
人
も

驚
く
北
京
語
。
北
京
大
学
日
本
人
学
生
会
長

を
し
て
い
る
。

Ｇ
君
に
は
北
京
空
港
到
着
時
か
ら
、
ホ
テ

ル
、
学
生
登
録
、
家
庭
教
師
探
し
、
さ
ら
に

は
学
生
食
堂
、
売
店
へ
の
案
内
、
携
帯
電
話

の
購
入
等
々
、
万
端
の
世
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
Ｇ
君
は
言
葉
が
か
ら
き
し
通
じ
な
い

私
が
、
北
京
の
生
活
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
き
た
こ
と
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
と

同
時
に
、
11
月
ま
で
の
滞
在
を
通
じ
て
、
極

め
て
よ
き
話
相
手
だ
っ
た
。

Ｋ
君
の
向
上
心
と
行
動
力
と
顔
の
広
さ
、

そ
れ
を
支
え
る
中
国
語
に
は
、
本
当
に
感
心

し
た
。
彼
の
お
か
げ
で
、
中
国
の
マ
ス
コ
ミ

に
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
彼
が
通
訳
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
が
再
三
あ
っ
た
。
し
か
し
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、
彼
と
の
食
事
の
回
数
が

最
も
多
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
中
国

料
理
を
一
人
で
食
べ
る
の
は
ま
こ
と
に
味
気

な
い
も
の
で
、
必
然
的
に
彼
に
声
を
か
け
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

各
国
の
若
者
と
受
け
た
夏
期
講
習

北
京
到
着
が
５
月
30
日
、
４
週
間
の
夏
季

特
別
講
習
の
開
始
が
６
月
末
。
そ
れ
ま
で
の

間
、
Ｇ
君
の
尽
力
で
、
２
人
の
個
人
教
師
に

お
願
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
週
２
回
、
１
回
２

時
間
ず
つ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
。
一
人
が
初

級
中
国
語
教
育
の
ベ
テ
ラ
ン
中
国
人
女
性

で
、
文
字
通
り
「n

ニ
ー

好ハ
オ

」
か
ら
、
教
え
て
も

ら
っ
た
。
も
う
１
人
が
Ｇ
君
の
ル
ー
ム
メ
ー

ト
の
Ｌ
君
で
、
２
人
で
「
人
民
日
報
」
の
記

事
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
、

Ｌ
君
は
、
６
月
末
に
は
政
治
学
博
士
に
な
り
、

故
郷
雲
南
省
の
共
産
党
書
記
局
に
就
職
。

６
月
26
日
午
前
、
夏
季
講
習
の
「
分
班
考

試
」
と
い
う
ク
ラ
ス
分
け
の
テ
ス
ト
が
あ
り
、

受
験
し
た
。
総
数
１
７
０
名
す
べ
て
外
国
人
、

３
時
間
の
テ
ス
ト
だ
っ
た
。
結
果
が
悪
い
と

恥
だ
と
思
い
、
一
カ
月
の
学
習
を
思
い
起
こ

し
、
齢
甲
斐
も
な
く
、
カ
ッ
カ
し
て
解
答
用

紙
に
答
案
を
記
入
し
た
。

午
後
に
結
果
が
発
表
に
な
り
、
思
い
が
け

な
く
、
全
部
で
７
ク
ラ
ス
中
、
第
４
ク
ラ
ス
、

つ
ま
り
、
準
中
級
の
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
正
直
、
う
れ
し
か
っ
た
。

翌
６
月
27
日
、
第
４
ク
ラ
ス
の
授
業
が
開

始
さ
れ
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
16
名
、
半
数
が

韓
国
外
語
学
院
の
２
年
生
、
３
分
の
１
が
米

国
、
カ
ナ
ダ
の
華
僑
の
子
弟
で
や
は
り
大
学

生
。
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
女
子
大

生
。
も
う
１
人
が
米
国
に
留
学
中
で
、
夏
休

み
を
利
用
し
て
中
国
語
を
勉
強
す
る
と
い
う

感
心
な
日
本
人
女
子
高
校
生
。
ク
ラ
ス
の
平

均
年
齢
は
、
私
を
外
し
て
多
分
19
歳
だ
ろ
う
。

71
歳
の
元
日
本
外
交
官
が
そ
こ
で
直
面
し

た
の
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
水
準
は
、
自
身
の

実
力
よ
り
は
る
か
に
上
だ
っ
た
こ
と
だ
。
多

分
、
漢
字
が
読
め
た
と
い
う
こ
と
と
、
マ
ル

バ
ツ
試
験
の
運
が
よ
く
、
「
考
試
」
の
成
績

が
良
過
ぎ
た
の
だ
。
大
体
、
ク
ラ
ス
の
先
生

は
中
国
語
以
外
は
話
さ
な
い
の
で
、
つ
い
て

い
く
の
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
。

か
く
て
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
、
午

前
８
時
か
ら
12
時
ま
で
、
口
語
と
文
章
の
中

国
語
を
２
時
間
ず
つ
、
さ
ら
に
毎
回
、
復
習
、

宿
題
、
予
習
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
苦
難
の

日
々
と
な
っ
た
。

29

わたなべ こうじ●東京大学卒業後、外務省入省。米国プ
リンストン大学、ハーバード大学に留学。その後、南ヴェ
トナム大使館参事官、アメリカ局北米第一課長、駐中華人
民共和国大使館公使を歴任。情報調査局長、経済局長、サ
ウジアラビア国駐箚特命全権大使、外務審議官、駐イタリ
ア特命全権大使、駐ロシア連邦特命全権大使を経て退官。
日本経団連特別顧問、国家公安委員を歴任。1997年より
現職。（財）国際文化フォーラム理事長も兼務



わ
が
友
、
Ｇ
君
に
こ
の
窮
状
を
伝
え
た
ら
、

彼
曰
く
「
分
班
考
試
で
張
り
切
る
と
、
あ
と

で
後
悔
し
ま
す
よ
と
話
し
て
お
く
べ
き
で
し

た
ね
」。
そ
ん
な
こ
と
、
あ
と
に
な
っ
て
い
わ

れ
て
も
時
す
で
に
遅
く
、〝
辛シ

ン

苦ク
ー

、
辛シ

ン

苦ク
ー

〞
の

４
週
間
だ
っ
た
。

中
国
の
若
者
た
ち
の
対
日
感
情

今
年
３
月
、
北
京
留
学
を
思
い
立
っ
た
こ

ろ
は
ま
だ
日
中
関
係
が
悪
く
な
る
、
な
い
し

は
、
す
で
に
悪
く
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
米
国
と
中
国
の
関
係
が

悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
４
月
に
は
、
北
京
、
上
海
で
反
日
暴

動
が
起
き
、
日
中
関
係
の
雰
囲
気
は
国
交
正

常
化
以
来
、
最
悪
の
状
態
と
い
わ
れ
る
に
い

た
っ
て
い
る
。

中
国
語
の
勉
強
と
は
い
え
、
当
然
、
日
中

関
係
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、

ま
た
大
学
の
教
授
、
学
生
と
も
っ
と
突
っ
こ

ん
だ
話
し
合
い
を
し
た
い
と
の
思
い
は
強
か

っ
た
が
、
言
葉
の
問
題
と
雰
囲
気
か
ら
い
っ

て
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
点
を
指

摘
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
４
カ
月
の
滞
在

を
通
じ
て
、
私
自
身
個
人
と
し
て
は
、
具
体

的
に
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
切
な

く
、
充
実
し
た
北
京
滞
在
で
あ
っ
た
。

５
月
に
下
見
の
た
め
、
北
京
に
行
き
１
週

間
滞
在
し
た
。
４
月
の
暴
動
か
ら
日
も
浅
く
、

反
日
デ
モ
の
再
発
が
心
配
さ
れ
た
時
点
だ
っ

た
が
、
個
人
と
し
て
不
快
な
経
験
は
一
切
な

か
っ
た
と
Ｇ
君
に
謝
意
を
込
め
て
話
し
た
の

に
対
し
て
、
彼
は
、「
実
は
僕
た
ち
も
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
大
変
に
う

れ
し
く
、
安
心
し
ま
し
た
」と
述
べ
た
。
た
だ
、

そ
の
彼
が
言
葉
を
つ
い
で
言
う
に
は
、
「
た

だ
、
中
国
人
は
老
人
を
敬
い
ま
す
か
ら
ね
」。

こ
れ
が
冗
談
だ
っ
た
の
か
、
本
音
だ
っ
た
の

か
、
今
で
も
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
生
の
意
識
の
中
に
あ
る
対
日
感
情
に
は
、

厳
し
い
も
の
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
よ

う
だ
。
６
月
の
中
旬
、
新
任
の
Ｏ
学
院
長
が
、

日
米
中
関
係
に
つ
い
て
講
演
、
初
の
公
開
講

義
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
教
室
は
満
員
。

残
念
な
が
ら
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
の
Ｇ
君

の
ウ
ィ
ス
パ
リ
ン
グ
も
、
周
り
へ
の
気
兼
ね

で
効
果
的
で
な
か
っ
た
。
た
だ
、
講
演
の
あ

と
の
学
生
か
ら
の
質
問
と
学
生
の
反
応
に
は

衝
撃
を
受
け
た
。

最
前
列
に
い
た
学
生
の
質
問
は
、「
な
ぜ
、

中
国
政
府
は
、
公
式
に
日
本
の
国
連
安
保
常

任
理
事
国
入
り
に
反
対
す
る
と
い
わ
な
い
の

か
、
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
、
大
き
な
拍
手
。
そ
の
晩
で

唯
一
の
拍
手
が
起
き
た
の
だ
。

遠近　9

30

毎日、午前8時から
12時までの4時間、
教室で口語と文章
の授業を受けた



特集　　日中交流を歩む人たち 

Ｏ
院
長
の
回
答
は
、
外
交
に
は
曖
昧
な
こ

と
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。４
月
の
日
本
大
使
館
に
対
す
る
デ

モ
の
起
点
は
、
北
京
大
学
も
あ
る
北
京
市
海ハ

イ

淀デ
ィ
エ
ン

区
中

ヂ
ョ
ン
グ

関ワ
ン

村（
中
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
い

わ
れ
る
）
だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
想
起
し
た
。

二
つ
の
歴
史
の
問
題

北
京
で
考
え
た
こ
と
は
、
日
中
間
に
は
、

二
つ
の
歴
史
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

一
つ
は
、
１
９
４
５
年
に
い
た
る
日
本
の

歴
史
、
す
な
わ
ち
中
国
を
侵
略
し
、
多
大
な

苦
痛
と
損
害
を
与
え
た
と
い
う
歴
史
。
そ
の

抗
日
戦
争
の
歴
史
が
愛
国
主
義
教
育
に
よ
っ

て
、
中
国
の
若
者
の
意
識
の
中
に
、
潜
在
的

な
日
本
へ
の
反
発
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事

実
が
あ
る
。

靖
国
神
社
参
拝
問
題
へ
の
中
国
人
の
反
発

の
背
景
を
な
し
て
い
る
歴
史
で
あ
り
、
ま
た
、

わ
が
国
の
若
者
が
、
戦
後
の
教
育
で
、
十
分

学
ん
で
な
い
部
分
で
あ
る
。
日
本
人
と
し
て

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
、
こ
の
歴
史
の
事
実

を
厳
粛
に
受
け
止
め
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
中
間
に
は
、
も
う
一

つ
の
歴
史
問
題
が
存
在
す
る
と
思
う
。
そ
れ

は
中
国
人
に
は
、
１
９
４
５
年
以
降
の
日
本

の
歩
み
、
生
き
ざ
ま
、
端
的
に
い
っ
て
、
日

本
が
戦
後
い
か
に
変
わ
っ
た
か
と
い
う
点
を

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
い
う
、
歴
史
認
識
の

問
題
で
あ
る
。

最
近
の
中
国
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
多

く
の
中
国
人
が
日
本
に
つ
い
て
連
想
す
る
こ

と
は
、
南
京
虐
殺
と
軍
国
主
義
だ
と
い
う
。

南
京
虐
殺
は
規
模
の
問
題
は
と
も
か
く
、
事

実
と
し
て
否
定
し
得
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
直

ち
に
軍
国
主
義
を
連
想
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

戦
後
の
日
本
の
歩
み
、
と
く
に
平
和
憲
法
、

非
核
３
原
則
と
い
っ
た
平
和
と
民
主
主
義
を

奉
じ
て
、
戦
後
の
廃
墟
か
ら
立
ち
上
が
っ
て

き
た
日
本
国
民
の
生
き
ざ
ま
を
捨
象
し
て
い

る
と
し
か
説
明
が
つ
か
な
い
。

４
カ
月
の
中
国
語
学
習
の
効
果

日
本
で
の
夏
休
み
の
あ
と
、９
月
、
10
月
と

北
京
大
学
に
戻
り
、
数
人
の
個
人
教
師
に
よ

る
中
国
語
の
学
習
を
続
け
た
。
し
か
し
、
北

朝
鮮
に
関
す
る
６
者
協
議
、
日
本
の
総
選
挙
、

小
泉
総
理
の
靖
国
参
拝
問
題
で
、
中
央
電
視

台
の
英
文
テ
レ
ビ
（
英
語
放
送
）
と
か
、
雑
誌

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら
に
は
日
中
関
係
と
マ

ス
コ
ミ
の
役
割
と
題
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

座
談
会
へ
の
出
席
。
い
ず
れ
も
Ｇ
博
士
か
Ｋ

君
と
と
も
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
二
つ
の
歴

史
問
題
論
を
は
じ
め
、
私
な
り
に
日
本
の
立

場
を
説
く
よ
う
に
努
め
た
。

ま
た
、
北
京
大
学
の
日
本
問
題
研
究
会
や

社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
で
の
講
演
。
さ
ら

に
は
、
米
国
出
張
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
結
果
、

中
国
語
の
予
習
、
復
習
は
で
き
ず
、
夏
季
講
習

と
比
べ
れ
ば
、
手
抜
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
の
中
国
語
で
あ
る
が
、
当
初
、
４
カ
月

も
す
れ
ば
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
わ
か
り
、
対

談
ぐ
ら
い
は
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
夢
を
描

い
て
い
た
が
、
結
果
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
し
か

し
、
中
国
全
土
か
ら
俊
秀
の
集
ま
る
北
京
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
若
き
男
女
学
生
と
朝

に
夕
に
す
れ
違
い
、
中
国
語
の
学
習
で
苦
労

し
た
こ
と
は
、
若
さ
は
と
も
か
く
老
化
防
止

の
効
果
は
確
か
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。a
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